
岡山畜産便り 1961.03 

昭和 35年中の家畜市場における和牛取引成績 

岡山県家畜課 

１、産地家畜市場 

 入場総数は 21,030頭と前年より 1,400頭減少した。

そのうち取引成立は入場頭数の 86.5％にあたる

18,195 頭で前年を 5.5％上まわった。 

 35 年に入って買手の強気配が大きく反映して、取

引価格においても１頭当り平均でメス 41,700円（前

年の 40.8％高）オス 35,400 円（同 67.0％高）ヌキ

36,600 円（同 48.1％高）とブーム的な高騰をみた。

殊に年度後半において値上りが大きく、11 月のメス

１頭当り平均価格 47,600 円、オスで 42,500 円と何

れも戦後最高をマークした。 

 

２、集散地家畜市場 

 入場は 41,671 頭で前年より大巾に（6,800頭）減

少した。各市場とも前年より入場が減少しているが、

取引価格については仔牛と同様の値上りをみせ、１

頭平均でメス 67,000 円（前年の 30.0％高）オス

55,340円（同 19.7％高）ヌキ 61,060円（同 27.9％

高）であった。 

３、県外移出 

 全国 35 府県に対し 21,740 頭を移出した、前年よ

り約 1,800 頭減少したが移出総価格においては、昨

年の８億円を更に大きく上廻り10億１千万円となっ

た。 
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